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《短　報》

99mTc－Antimony　Sulfide　Colloid（ASC）の網内系集積性

一99mTc一硫黄コロイドとの比較一

長井　一枝＊　　伊藤　安彦＊

加地　辰美＊　寺島　秀彰＊

大塚　信昭＊　　村中　　明＊

柳元　真一＊

はじめに

　放射性コロイド貧食に基づく骨髄スキャニング

は，各種血液疾患および癌の骨髄内転移の有用な

検査手段であり，198Auコロイド（以下Au一コ　と

略記），99mTc一硫黄コロイドを始めとし各種99mTc一

標識コロイドが使用されている．しかし，ItoらD

の成績では，ほとんどすべてのコロイドにおいて

投与量の70～90％が肝に摂取され，骨髄集積は

きわめて少ない．また，コロイドの種類によって

は尿中へ排泄され膀胱が描画される場合があり，

コロイドの性状から考えるといずれも優れた骨髄

スキャニング剤とは言えないものが多い．

　99mTc一アンチモンコロイドは1965年にGarz6n

ら2）によって発表され，近年，Egeら3・4）の報告を

はじめ，リンパ節スキャニング剤としてその有用

性が報告されている．筆者らはUnion　Carbide

Corporation　lnc．（USA）製のアンチモンコロイ

ド（以下ASCと略記）が，粒子径が小さく，比較

的均一な粒子であるため，骨髄ならびにリンパ節

への集積性につき99mTc一硫黄コロイド（CIS製，

以下TCK－1と略記）と比較しASCの有用性を検

討したので報告する．

材料と方法

　実験動物は体重3～3．5kgの正常な白色家兎を
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用いた．ASCとTCK－1は指示に従い調整した．

　D　標識率：シリカゲル薄層プレート（Merck

社製）を使用し，調製直後，6時間および24時

間後の薄層クロマトグラフィーを行なった．展開

剤には0．9％NaCl液を用いた．

　2）粒子の大きさと形状：電子顕微鏡写真によ

り検討した．

　3）血中残存率：3羽の家兎におのおの200μCi

のASCを静脈内投与し，投与後3，5，10，20，30，

60分に耳静脈より採血した．lg当たりの放射能

を求め片対数表にプロットした．

　4）家兎組織内分布：Ascを200μCiずつ8

羽の家兎に静脈内投与し，30分後に各組織のラ

ジオアッセイを行なった．測定した臓器は，血

液・肝・脾・肺・右腎皮質・右大腿骨骨髄でそれ

ぞれ1g当たりの放射能を求め，　percent　dose

per　gram　of　tissueで表わした．肝および尿は全

重量を測定し，血液と骨髄はそれぞれ体重の5°。

およびL6°｛，と推定して集積率をpercent　dose　in

whole　organで表わした．さらに，肝lgの放射

能に対する骨髄19の放射能の比（M／L比）を求

めた．

　5）骨髄およびリンパ節シンチグラフィー：骨

髄シンチグラフィーは1．2mciのASCを家兎に

静脈内投与し30分と60分後に施行した．なお，

比較のために同一’家兎にTCK－1を投与し同一・の

条件で撮像した．

　リンパ節シンチグラフィーは2羽の家兎にっい

て行なった．ASCを230μci（0．1　ml）ずつ右足

背部に皮下注射し，30分後に腹臥位で撮像した．

また，TCK－1についても同一家兎で同一条件に
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Fig．1　Electron　micrograph　of99mTc－Antimony　Sul　fide
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Fig．2　Clearance　curve　of　99mTc－Antimony　Sulfide

　　　Colloid　from　rabbits　blood

Table　1 Tissue　Distribution　of　f）9rnTc－Antimony

Sulfide　Colloid（ASC）in　Rabbits

て撮像した．描画されたリンパ節と注射部位に

ROIを設定し，集積した放射能の比（Ly／lnj比）

を求めた．

実験結果

　D　標識率：調製直後，6時間，24時間におけ

るASCの標識率はそれぞれ98．4°，。，96．1°’。，95．3°，，，

であり安定性が確認された．

　2）粒子の大きさと形状：ASCの電子顕微鏡

像をFig．1に示した．　ASCは球形で，粒子径は

2．5～4．5nm：8．2°’o，4．5～16．5　nm：79．O’．，16．5～

20．5nm：7．5°6であった．

　3）血中残存率：3羽の家兎とも同様な傾向を

示し，T1／2（第一・相）は約2分で，30分後の残存

率は約9％であった（Fig．2）．

　4）家兎組織内分布（Tablc　l）：perccnt　dose　p3r

gram　of　tissueは，肝：0．58，脾：0．14，肺：0．03，

骨髄：0．39（active　marrow：0．45），腎：0．04，血液：

0．04であった．投与量に対する臓器全体の集積率

は，肝：52．8°6，骨髄：20．6（｝1，，血液：7．1°，、，尿中排

泄率は0．99。で，M／L比は0．68土0．15（active

marrowでは0．78土0．17）であった．

　5）家兎の骨髄およびリンパ節シンチグラフィ

ー：ASCとTCK－1の30分後における全身骨髄

シンチグラムをFig．3に示した．骨髄スキャン濃

　　　　　　ASC
Percent　dose　per　Percent　dose　in

Liver

Spleen

Lung
Marrow

Kidney（cortex）

Blood

Urine

Marrow　to
Liver　ratio

gram　of　tissue

　O．58上0．11

0．14土0．01

0．03士0．Ol

O．39士0」0

＊0．45士0．11

0．04士0．02

0．04土0．Ol

0．68二LO．15

＊0．78士0．17

1）Radioassayed　30　min　post　dose

2）＊denotes　active　marrow　only

whole　organ

52．8土7．5

20．6⊥4．9

7．1土1．7

0．9士0．2

度はASCの方が明らかに濃く，骨髄末梢部もよ

く描画され，肝スキャン濃度は薄かった．膀胱へ

の放射能集積は認められなかった．投与1時間後

では両者とも若干の膀胱内集積が認められたが，

TCK－1の方がASCよりは少なかった．

　ASCとTCK－1のリンパ節シンチグラムをFig．

4に示した．Ly／lnj比はASC：0．210，　TCK－1：

0．009であり，リンパ節への集積はASCの方が明

らかに大であった．

考　　案

骨転移の多くは動脈血行性におこることに着目

し，Itoら5）はその早期診断法としての骨髄シン
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Fig．3　Bone　marrow　scintigrams　of　a　rabbit（30　Mill　post　dose）

　　　　　　（a）　f）yniTc－Antimony　Sulfide　Colloid

　　　　　　（b）　99mTc－sulfur　c〈）110id
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Lymph　node　scintigrams（30　min　post　dose）

（a）sgmTc－Antimony　Sulfide　Colloid

（b）　99mTc－sulfur　colloid

The　labels　were　injected　subcutaneously　on　the　dorsllm　o「the　hind　foot．

INJ：　Injection　site，　LY：　Popliteal　lymph　node

lNJ

‘
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チグラフィーの価値を骨スキャン，骨X線ならび

に病理所見と比較し，骨髄スキャンの有用性を報

告している．Itoら1）の成績によれば，　TCK－1は

骨髄内集積が最も高く（約10％），投与後30分で

は膀胱が描画されず既存の99mTc一コロイドのうち

では優れた骨髄スキャニング剤であるが，本実験

に用いたASCはTCK－1の約2倍の骨髄内集積
を示した．

　コロイドの骨髄RES集積には，粒子の大きさ，

形，数の他種々の因子が関与している6）．ASCは

TCK－1に比し粒子形が小さく均一な形をしてお

り，このことが高率な骨髄集積を示した一因と考

えられる．

　また，30分後の血中残存率が9％であり比較

的高かったが，標識率ならびに膀胱の描画（30分

では描画されず1時間後に若干の膀胱内集積が認

められたこと）の二点より，freeの99mTcO4一の存

在よりも，むしろ微細なコロイドが血中に停滞し

徐々に尿中に排泄されたと予想される．

　アイソトープによるリンパ節シンチグラフィー

では，粒子径の大きいコロイドを用いた場合注射

部位よりの移動が遅い．したがって，Au一コの場

合粒子径の小さい（5nm程度）コロイドが好んで

用いられている．しかし，198Auは集積部位の被

曝線量が大であり（200～300rads　with　a　IOO　iuCi

dose）7）解像力も不十分である．

　99mTc一標識コロイドによるリンパ節シンチグラ

フィーは1969年にHauserら8）によって報告され

た．99mTcはその優れた物理的特性からみてリン

パ節に集まりやすい小さいサイズのコロイドであ

れば，リンパ節スキャニング剤として十分有用で

あると考えられる．

　ASCはLy／lnj比が0．210でTCK－1の約2．5倍

の値を示した．このことはASCの粒子径が小さ

いため注射部位よりの移動が早いことに起因する

と考えられる．なお，ASCと99mTc－phytateを比

較検討した実験成績からも，前者のリンパ節集積

性は大であった9）．

　筆者らは，これらの成績をもとにしてASCの

改良について基礎的検討を続けているのでその詳

細を後日報告の予定である．

結　　論

　ASCの骨髄およびリンパ節集積性を検討し

TCK－1と比較した．

　ASCは静脈内投与の場合投与量の52．89i，が肝

に集積し，骨髄への集積は20．6％であった．シン

チグラム上もTCK－1に比し骨髄スキャン濃度が

高く，30分以内では膀胱は描画されなかった．

　皮下投与の場合，注射部位よりの移動が早く，

リンパ節集積はTCK－1より明らかに大であった．

　以上の成績から，ASCは骨髄およびリンパ節

スキャニング剤として有用であると思われる．

　ASCを提供して下さいましたUnion　Carbide　Corpo－
ration　Inc．に深謝します．また，電子顕微鏡写真につき

ご教示，ご指導を賜わりました本学解剖学大倉卓治教授，

電子顕微鏡センター上平賢三主任に心からお礼申し上げ
ます．
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Summary

Experimental　Studies　on　Accretion　of　99mTc－Antimony　Sulfide　Colloid　in　RES：

　　　　　　　　　　　　　　　　　AComparison　with　99mTc－Sul血lr　Colloid

Kazue　NAGAI，　Yasuhiko　ITo，　Nobuaki　OTsuKA，　Akira　MuRANAKA，

　　Tatsumi　KAJI，　Hideaki　TERAsHIMA　and　Shin－ichi　YANAGIMoTo

D∫y∫∫∫o〃of　NtiClear　Medic’〃e，　Ka　h，asak’ルledic‘7／Sc／iool，　Kurashiki

　99mTc－Antimony　Sulfide　Colloid　（ASC）was

originally　prepared　for　a　purpose　of　making

particle　size　smaller．　With　this　property，　usefulness

of　ASC　for　bone　marrow　and　lymph　node　scinti－

graphies　including　basic　studies　was　evaluated．

First，　ASC　was　subjected　to　thin　layer　chromatog－

raphy　and　electron　microscopy．　Second，　blood

clearance，　tissue　distribution　study　and　scinti－

graphy　were　carried　out　on　rabbits，　being　com－

pared　with　99mTc－sulfur　colloid（TCK－1）．　Particles

were　spherical　and　uniform．　The　diameter　ranged

mostly　from　4．5　to　l6．5　nm，　The　labeling　yield

was　more　than　95％even　24　hrs　after　preparation．

Blood　clearance，　T1／2was　2　min．　Residual　activity

in　blood　was　about　9％30　min　after　injection．

Liver　uptake　was　52．8％and　marrow　uptake　was

20．6％．Urinary　excretion　was　O．9％in　30　min．

Because　of　high　uptake　by　marrow，　excellent

imaging　was　obtained，　compared　with　TCK－1．As

for　lymphoscintigraphy，　accretion　in　lymph　node

with　ASC　was　much　greater　than　with　TCK－1．

　　ASC　is　considered　to　be　superior　to　TCK－1　and

would　be　of　value　in　marrow　scintigraphy　and

lymphoscintigraphy　as　well．

　　Key　words：99mTc－ASC，　Bone　marrow　scinti－

graphy，　Lymph　node　scintigraphy
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